
厚生労働科学研究費補助金(障害者対策総合研究事業) 

(総括・分担)研究報告書 

 

高次脳機能障害者支援における医科歯科連携の実態に関する研究 

 

 

研究分担者 白山 靖彦 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 教授 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
 本研究では，高次脳機能障害支援拠点機関(以下

「拠点機関」)と歯科医療機関，歯科医療機関と他の

医療機関との連携実態を明らかにするために 2 つの

調査を実施した． 

 

Ｂ．研究方法 
対象は，全国 69の拠点機関と徳島県歯科医師会加

入の歯科医療機関 424カ所である．調査期間は各々

2013年 2-3月と 2013年 9月であった．まず拠点機

関に対し，拠点機関の形態，支援コーディネーター

の人数，歯科医療機関との連携の有無および歯科医

療機関からの相談件数などに関してアンケート記入

を郵送にて求めた．次に歯科医療機関に対し，歯科

医療機関の形態，従業者数，高次脳機能障害の認知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

度，診察の有無，医科の連携実績などに関してア

ンケート記入を郵送にて求めた．統計的処理には

IBM SPSS Statistics ver21.0を用いた．なお，本研

究は徳島大学病院倫理審査委員会の承認を得て実施

した． 

 
Ｃ．研究結果 
回収率は拠点機関が 63.8%，歯科医療機関が 20.6%

であった．拠点機関の形態は病院が，経営母体は社

会福祉法人がもっとも多かった．支援コーディネー

ターの平均人数は 2.4(±2.5)人であった．歯科医療

機関の形態は歯科医院が大半を占め，平均従業者数

は 6.6(±3.5)人であった．連携率を(相談件数または

連携実績)／(相談件数または回答数) (%)とした場合，
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関と他の医療機関との連携実態を明らかにするために 2つの調査を実施した．【対象・方法】対象は，全

国 69 の拠点機関と徳島県歯科医師会加入の歯科医療機関 424 カ所である．調査期間は各々2013 年 2-3 月

と 2013 年 9月であった．まず拠点機関に対し，拠点機関の形態，支援コーディネーターの人数，歯科医

療機関との連携の有無および歯科医療機関からの相談件数などに関してアンケート記入を郵送にて求め
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医科の連携実績などに関してアンケート記入を郵送にて求めた．統計的処理には IBM SPSS Statistics 

ver21.0 を用いた．なお，本研究は徳島大学病院倫理審査委員会の承認を得て実施した．【結果】回収率

は拠点機関が 63.8%，歯科医療機関が 20.6%であった．拠点機関の形態は病院が，経営母体は社会福祉法

人がもっとも多かった．支援コーディネーターの平均人数は 2.4(±2.5)人であった．歯科医療機関の形

態は歯科医院が大半を占め，平均従業者数は 6.6(±3.5)人であった．連携率を(相談件数または連携実績)

／(相談件数または回答数) (%)とした場合，拠点機関が 9.1%，歯科医療機関が 10.3%であった．また，

過去に連携したことのある歯科医療機関は，高次脳機能障害の認知度，診察歴有りの比率が有意に高か

った．【考察】脳損傷と同時に顔面や口腔を損傷した高次脳機能障害者を支援するためには，今後医科歯

科の連携をより緊密にしていくことが重要である． 
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Ｄ．考察 
 脳損傷と同時に顔面や口腔を損傷した高次脳機

能障害者を支援するためには，今後医科歯科の連携

をより緊密にしていくことが重要である． 

 

Ｅ．結論 

  高次脳機能障害者の対する医科歯科連携をより

高めるには，共有できるツールが必要である．なお，

「こうじのーと」の有用性について，今後検討する

予定である． 
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